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ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
は
、
4
年
に
一
度
行
わ
れ

る
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
世
界
王
者
決
定
戦
で
す
。
世
界
中
の

ラ
グ
ビ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
、
選
ば
れ
た
人
間
だ
け

が
出
場
で
き
る
憧
れ
の
舞
台
で
す
。
約
7
週
間
と
い
う
長

丁
場
で
行
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
夏
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
ぶ
世
界
三

大
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
日
本
大
会
は
、
ア
ジ
ア
で
初
の
開
催
で
あ
る
と

と
も
に
、
ラ
グ
ビ
ー
伝
統
国
以
外
で
初
の
開
催
と
な
り
、
ア

ジ
ア
圏
を
含
む
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

○
開
催
期
間

2
0
1
9
年
9
月
20
日（
金
）〜
11
月
2
日（
土
）

○
参
加
チ
ー
ム

20
チ
ー
ム（
5
チ
ー
ム
×
4
プ
ー
ル
）

・�

前
回
大
会
成
績
に
よ
っ
て
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー

ム
：
12
チ
ー
ム

・�

予
選
に
よ
っ
て
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
：
8
チ
ー

ム

○
試
合
形
式

48
試
合

・�

プ
ー
ル
戦（
プ
ー
ル
内
総
当
た
り
戦
）：
40
試
合

・�

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

準
々
決
勝
・
準
決
勝
・
3
位

決
定
戦
・
決
勝
：
8
試
合

○
試
合
会
場
（
開
催
都
市
）

・�

札
幌
ド
ー
ム（
札
幌
市
）

・�

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム（
岩
手
県
・
釜
石
市
）

・�

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場（
埼
玉
県
・
熊
谷
市
）

・�

東
京
ス
タ
ジ
ア
ム（
東
京
都
）

・�

横
浜
国
際
総
合
競
技
場（
神
奈
川
県
・
横
浜
市
）

・�

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム（
静
岡

県
）

・�

豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム（
愛
知
県
・
豊
田
市
）

・�

東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場（
大
阪
府
・
東
大
阪
市
）

・�

神
戸
市
御
崎
公
園
球
技
場（
神
戸
市
）

・�

東
平
尾
公
園
博
多
の
森
球
技
場（
福
岡
県
・
福
岡
市
）

・�

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場（
熊
本
県
・

熊
本
市
）

・�

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
競
技
場（
大
分
県
）

○
日
本
代
表
の
試
合
結
果

・
予
選
プ
ー
ル
A

第
1
戦　

〇
日
本�

30

−

10�

●
ロ
シ
ア

（
会
場
：
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
）

第
2
戦　

〇
日
本�

19

−

12�

●
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

（
会
場
：
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

第
3
戦　

〇
日
本�

38

−

19�

●
サ
モ
ア

（
会
場
：
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
）

第
4
戦　

〇
日
本�

28

−

21�

●
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

（
会
場
：
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
）

※
予
選
プ
ー
ル
A（
4
勝
0
敗
）1
位
通
過

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
々
決
勝　

●
日
本
3

−

26�

〇
南
ア
フ
リ
カ

（
会
場
：
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
）

※
準
々
決
勝
敗
退（
ベ
ス
ト
8
）

スポーツ庁国際課

2019年9月20日から11月2日まで、ラグビーワールドカップ2019が日本で開催されました。
ラグビーワールドカップ2019日本大会の概要やスポーツ庁としてのラグビーワールドカップ成功

へ向けた取組、国内外から多くの方が全国の各会場へ足を運んだことが開催都市へもたらした影響
などについて紹介します。

ラグビーワールドカップ2019
日本大会について
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ラグビーワールドカップ2019日本大会について

政
支
援
・
措
置
、
関
係
法
令
の
整
備
、
普
及
啓
発
等
、
多

角
的
に
支
援
を
行
い
、
公
益
財
団
法
人
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
組
織
委
員
会（
以
下
、
R
W
C
組
織
委

員
会
）や
開
催
都
市
と
連
携
し
、
大
会
成
功
に
向
け
て
万

全
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

会
場
設
備
の
整
備

大
会
で
使
用
す
る
各
会
場
へ
財
政
的
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
に
対
し
、
決
勝
会
場
と
し

て
求
め
ら
れ
る
仕
様
に
整
備（
改
修
）す
る
た
め
、
平
成
28

年
度
2
次
補
正
予
算
と
し
て
20
億
円
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
所
管
法
人
で
あ
る
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（toto

）に
よ
り
、
岩
手
県
釜
石
市
、
埼
玉
県
、
静
岡
県
、

愛
知
県
豊
田
市
、
大
阪
府
東
大
阪
市
、
熊
本
県
、
大
分
県

に
あ
る
7
会
場
を
整
備
す
る
た
め
に
計
30
億
円
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

大
会
運
営
等
に
係
る
財
政
支
援
・
措
置

ス
ポ
ー
ツ
庁
や
関
係
府
省
庁
は
大
会
運
営
等
に
対
し
、

様
々
な
財
政
支
援
、
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

R
W
C
組
織
委
員
会
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
リ

ミ
テ
ッ
ド（
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
運
営
管
理
す
る
団

体
）に
支
払
わ
れ
る
大
会
保
証
料
に
つ
い
て
、
法
人
税
等
の

国
内
源
泉
所
得
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
所
要
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
望
し
、
現
行
制
度
の
運
用
で
対
処

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
自
治
体
又
は
公
認
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
自
治
体
に
お

け
る
地
域
交
流
等
の
取
組
に
対
し
て
は
、
特
別
交
付
税
を

措
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
自
治
体
又
は
公
認
キ
ャ
ン

プ
候
補
地
自
治
体
が
行
う
施
設
改
修
に
対
し
て
地
方
債
を

措
置
し
ま
し
た（
地
域
活
性
化
事
業
債
）。
そ
の
ほ
か
、
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
特
別
仕
様
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
や
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
よ
る
寄
附
金
付
記
念
切
手

等
の
発
行
、
記
念
貨
幣
の
発
行
、
全
都
道
府
県
及
び
全
政

令
指
定
都
市
に
よ
る
大
会
協
賛
宝
く
じ
の
販
売
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
関
係
府
省
庁
連
絡
会
議
の
開

催
等
を
行
い
ま
し
た
。

関
係
法
令
の
整
備

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
テ
ロ
事
案
等
の
各
国
で
の
発
生
や
そ

の
脅
威
の
高
ま
り
を
受
け
、
大
会
関
係
施
設
等
に
対
す
る

危
険
の
未
然
防
止
、
大
会
の
安
全
な
実
施
に
向
け
、
平
成

31
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
を
改
正

し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る

ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・
カ
ッ
プ
が
巡
回
す
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
ツ
ア
ー

は
、
2
0
1
7
年
11
月
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
皮
切
り
に
、
約

2
年
を
か
け
て
20
の
国
と
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。
今
回
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
や
チ
リ
な
ど
今
ま
で
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
の
な
い
国
と
地
域
も
訪
れ

ま
し
た
。
最
後
の
訪
問
先
は「
日
本
」で
、
各
開
催
都
市
で

大
会
成
功
へ
向
け
た
取
組

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
、関
係
府
省
庁
と
協
力
し
、ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
成
功
に
向
け
て
様
々
な
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

例
え
ば
、
会
場
設
備
の
整
備
や
大
会
運
営
等
に
係
る
財
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の
一
般
展
示
に
加
え
、
地
元
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
や
大
学

の
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
、
田
ん
ぼ
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
も
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、2
0
1
8
年
7
月
に
豪
雨
に
よ
り
洪
水
被
害
に
遭
っ

た
広
島
の
小
学
校
へ
の
訪
問
、
2
0
1
9
年
8
月
に
は
大

会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
や
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
と
と
も
に
日
本

一
高
い
富
士
山
へ
登
頂
し
た
こ
と
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、「
イ
ン
パ
ク
ト
・
ビ
ヨ
ン
ド
2
0
1
9
」（
日
本

で
開
催
さ
れ
る「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
」を
日
本
と
ア
ジ
ア
で
ラ
グ
ビ
ー
を
普
及
さ
せ
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
こ
の
地
域
の
ラ
グ
ビ
ー
競
技
普
及
戦

略
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
8
月
7
日
、
8
日
に
は
、「
こ
ど
も
霞
が

関
見
学
デ
ー
」（
文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
し
た
府
省
庁
等

が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
説
明
や
省
内
見
学
な
ど

を
行
う
も
の
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
公
開
初
日
に
は
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
柴
山
文
部
科
学
大
臣（
当
時
）、
鈴
木
ス
ポ
ー

ツ
庁
長
官
の
他
、
室
伏
広
治
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
ド
リ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
、
嶋
津
昭
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
組
織
委
員
会
事
務
総
長
が
出
席
し
、

訪
れ
る
子
供
た
ち
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
普
及
啓
発
事
業

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
の
開
催

に
よ
っ
て
、
国
内
で
も
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
会
招
致
の
段
階
で
は
、
世
界
的
に
見

る
と
、
日
本
で
の
ラ
グ
ビ
ー
認
知
度
は
ま
だ
低
い
状
況
で
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
さ
ら
な
る
成
功
に
向
け
、「
2
0
1
9
年
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
普
及
啓
発
事
業
」と
し
て「
放
課

後
ラ
グ
ビ
ー
に
よ
る
競
技
者
の
拡
大
」「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に

よ
る
競
技
の
普
及
」「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
」の

3
本
柱
で
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

○
放
課
後
ラ
グ
ビ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

公
益
財
団
法
人
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ
の

委
託
事
業
と
し
て
、
チ
ー
ム
活
動
を
行
わ
な
い
平
日
の
ラ
グ

ビ
ー
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
、

都
道
府
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
、
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
、
N
P
O

団
体
な
ど
が
主
体
と
な
り
、
各
地
の
小
学
5
・
6
年
生
〜

中
学
3
年
生
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
10
回
程
度
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
あ
る
中

学
校
の
数
は
少
な
く
、
小
学
生
ま
で
地
域
の
ク
ラ
ブ
で
活

動
を
し
て
き
た
子
供
た
ち
が
、
中
学
生
年
代
で
も
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
生
年
代

の
空
洞
化
・
他
競
技
へ
の
流
出
を
改
善
し
、
部
活
動
で
は

な
い
新
し
い
学
外
ク
ラ
ブ
の
創
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

タ
ッ
ク
ル
の
代
わ
り
と
し
て
腰
に
つ
け
た
2
本
の「
タ
グ
」

（
ひ
も
状
の
も
の
）を
取
る
こ
と
で
、
激
し
い
接
触
を
な
く

し
た
ラ
グ
ビ
ー
と
し
て
、
全
国
の
小
・
中
学
生
年
代
へ
ラ
グ

ビ
ー
競
技
の
普
及
・
拡
大
を
後
押
し
す
る
た
め
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
子
供
た
ち
が
大
好
き
な
鬼
ご
っ
こ

と
深
く
関
連
す
る
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
と
い
う
点
で
、
小
学
生
に

と
っ
て
も
非
常
に
取
り
組
み
や
す
く
、「
運
動
が
苦
手
で
も

楽
し
め
る
」「
安
全
」「
豊
富
な
運
動
量
」「
学
年
や
性
別

を
問
わ
な
い
」と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
体
育
の

授
業
の
取
り
入
れ
や
す
さ
か
ら
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導

要
領
へ
も
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
、
試
合
終
了
後
の〝
ノ
ー
サ
イ

ド
の
精
神
〟、
友
達
と
協
力
す
る
大
切
さ
、
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
と
い
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
独
特
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と

で
、
未
来
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
と
な
る
小
・
中
学
生
が
増
え

る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

○
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

高
校
生
年
代
に
お
い
て
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

英
語
及
び
ラ
グ
ビ
ー
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
留
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
過
去
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
催

し
た
ラ
グ
ビ
ー
先
進
国
と
の
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

こ
の
事
業
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
毎
年
、
日
本
の
女
子

学
生
10
名
ほ
ど
が
ラ
グ
ビ
ー
強
豪
国
の
一
つ
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
家
庭
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
に
滞
在
し
、
文
化
・
伝
統
に
触
れ
な
が
ら
、

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
街
中
の
公
園
な
ど
い
た
る
と

こ
ろ
に
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
、
誰
も
が
気
軽
に
ラ
グ

ビ
ー
を
体
験
で
き
る
環
境
に
驚
い
た
と
参
加
者
の
帰
国
後

の
レ
ポ
ー
ト
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
、
英
語
力
の
研け

ん

鑽さ
ん

に
努
め
た
経
験
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
普
及
及
び
ラ
グ
ビ
ー
の

将
来
を
次
世
代
が
真
剣
に
考
え
る
機
会
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
普
及
啓
発
事
業
参
考U

RL

：

https://w
w
w
.rugby-japan.jp/RugbyFam

ilyGui
de/m

onbu.htm
l

S
p

o
rt fo

r T
o

m
o

rro
w

の
枠
組
み
に
お
け
る

ア
ジ
ア
圏
へ
の
ラ
グ
ビ
ー
普
及
の
取
組

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、「Sport�for�T

om
orrow

」（
2
0
1
4

年
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開

催
す
る
2
0
2
0
年
ま
で
の
7
年
間
で
開
発
途
上
国
を
は

じ
め
と
す
る
1
0
0
か
国
・
1
0
0
0
万
人
以
上
を
対
象

に
、
日
本
政
府
が
推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
貢

献
事
業
）を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
圏
へ
の
ラ
グ
ビ
ー
普
及
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
に
委
託
し
、
ア
ジ
ア
各
国
へ
ラ
グ
ビ
ー
の
指

導
者
の
派
遣
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
12
月
に
は
、
大
会
開
催
都
市
で
あ
る
大
分

県
及
び
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
別
府
市
と
連
携
し

て
、
ラ
オ
ス
で
ラ
グ
ビ
ー
を
ツ
ー
ル
に
共
生
社
会
の
実
現
を

促
進
す
る
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に
関
す

る
講
習
会
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
実
際
に
障
害

を
持
つ
子
供
や
大
人
を
含
め
て
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
互
い
を
尊
重
し
合
う

こ
と
へ
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
が
有

す
る
特
別
支
援
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
と
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
学
び
を
通
じ
て
、
特
別
支
援
教
育
が
初
期
段
階
で

あ
る
ラ
オ
ス
に
対
し
て
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
7
月
に
は
、
日
本
か
ら
イ
ン
ド
へ
ラ
グ
ビ
ー

元
日
本
代
表
選
手
や
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
指
導
者
、

ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
普
及
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
チ
ー
ム
の
監
督
や
コ
ー
チ
、
選
手
を
対
象
と
し
た
ラ
グ

https://www.rugby-japan.jp/RugbyFamilyGuide/monbu.html
https://www.rugby-japan.jp/RugbyFamilyGuide/monbu.html
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ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
競
技
用
車
い
す
を
使
っ
た
ウ
ィ
ル
チ
ェ

ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
講
習
会
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
環
境
改
善
や

参
画
支
援
の
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ラ
グ
ビ
ー
特
有
の
文
化
で
あ
る
ノ
ー
サ
イ

ド
やO

ne�for�all,�A
ll�for�one

の
精
神
も
共
有
さ
れ
、
ラ

グ
ビ
ー
の
価
値
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
が
開
催
都
市
へ
も
た
ら
す
影
響

大
会
の
開
催
に
よ
っ
て
試
合
会
場
や
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
、
各

国
代
表
の
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
、
多
く
の
外
国
人

が
訪
れ
、
試
合
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
文
化
交
流
を
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
起

点
と
し
て
広
が
る
地
域
活
性
化
の
姿
は
、
来
年
行
わ
れ
る

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
訪
日

R
W
C
組
織
委
員
会
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
大
会
前
経
済
効
果
分
析
レ
ポ
ー
ト
」で
、
大
会

を
目
的
に
す
る
訪
日
外
国
人
客
は
最
大
40
万
人
、
訪
日

外
国
人
の
旅
費
・
宿
泊
費
な
ど
に
よ
る
経
済
効
果
は
1
，

0
5
7
億
円
に
な
る
と
い
う
見
込
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
と
試
合
の
間
隔
が
長
い
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
国

際
競
技
大
会
よ
り
大
会
期
間
が
長
く
設
定
さ
れ
て
い
る
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
来
日
し
て
い
る
外
国
人
フ
ァ

ン
が
各
国
代
表
チ
ー
ム
と
と
も
に
全
国
を
移
動
し
、
観
光

や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
長
期
間
の
日
本
滞
在
を
楽
し
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
試
合
中
継
画
面
か
ら
も
試
合
会
場
で
応
援
し

て
い
る
外
国
人
た
ち
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
試

合
開
催
都
市
や
キ
ャ
ン
プ
地
で
は
、
各
国
代
表
チ
ー
ム
と
地

元
住
民
と
の
間
で
数
多
く
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
の
フ
ァ
ン
が
交
流
す
る
公
式
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン

試
合
後
に
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う
ラ
グ
ビ
ー
の
よ

う
に
、
人
と
人
と
の
交
流
に
お
い
て
も
互
い
を
知
り
、
認

め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。今
回
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
試
合
だ
け
で
は
な
く
、
他

国
の
代
表
チ
ー
ム
同
士
の
試
合
に
も
注
目
が
集
ま
る
な
ど
、

国
や
地
域
、
チ
ー
ム
を
超
え
た
交
流
が
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
交
流
の
拠
点
の
一
つ
が
公
式
フ
ァ
ン

ゾ
ー
ン
で
す
。

フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
と
は
、試
合
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
に
よ
り
観
戦
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
試
合
開
催
12
都
市
の

会
場
付
近
に
18
か
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
フ
ァ
ン

ゾ
ー
ン
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
演
出
や
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
同
士
の
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
試
合
当
日
の
朝
か
ら
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
で
楽
し

む
人
や
、
会
場
付
近
で
日
本
文
化
を
体
験
す
る
人
の
姿
も

見
ら
れ
、
海
外
か
ら
の
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
日
本
の
文
化
を
理

解
す
る
貴
重
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
は
、
試
合
会
場
や
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン

に
対
し
、「
試
合
会
場
は
統
一
し
て
R
W
C
組
織
委
員
会

が
運
営
、
公
式
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
は
開
催
自
治
体
が
運
営
し
て

い
る
こ
と
で
、
こ
の
役
割
分
担
が
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
要

因
だ
ろ
う
。」と
語
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
地
に
お
け
る
各
国
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
と

地
元
住
民
と
の
国
際
交
流

試
合
開
催
地
だ
け
で
は
な
く
、
試
合
が
行
わ
れ
な
い
キ
ャ

ン
プ
地
で
も
、
他
国
の
代
表
選
手
と
誘
致
し
た
地
元
住
民

と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
別
府
市
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド�

ロ
ト
ア
ル
市
で

は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
姉
妹
都
市
と
し
て
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
チ
ー
ム「
オ
ー

ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
」と
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
3
0
0
0

人
も
の
県
民
が
集
結
し
ま
し
た
。
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
選

手
が
手
ほ
ど
き
す
る
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
地
元
の
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少
年
少
女
た
ち
が
選
手
た
ち
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
、
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
会

場
に
集
ま
っ
た
全
員
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
歌
を
斉
唱
し
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
た
交
流

若
い
世
代
に
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
機
に
競
技

の
魅
力
と
参
加
す
る
各
国
代
表
チ
ー
ム
の
文
化
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
動
き
が
各
地
で
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
福
岡
県
内
の
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
ラ
グ
ビ
ー

競
技
の
歴
史
や
精
神
、
観
戦
予
定
の
対
戦
国
な
ど
に
つ
い

て
調
べ
学
習
と
し
て
情
報
収
集
し
、
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。
東
大
阪
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
委
託
事
業
と
し
て
、

サ
モ
ア
・
ト
ン
ガ
・
フ
ィ
ジ
ー
の
3
か
国
の
中
学
生
を
日
本

へ
招
待
し
、
そ
の
中
学
生
が
市
内
の
中
学
校
を
訪
問
し
て

ラ
グ
ビ
ー
交
流
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、初
め
て
鉄
道
に
乗
っ

た
り
し
、
日
本
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
際
の
交

流
会
で
は
、
鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
が
自
身
の
ソ
ウ
ル
五
輪

の
金
メ
ダ
ル
を
生
徒
た
ち
に
披
露
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

試
合
会
場
の
中
に
は
、
2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
釜
石
、
2
0
1
6
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊

本
と
、
被
災
か
ら
復
興
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
都
市
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
に
よ
る
御
理
解
と
力

添
え
で
試
合
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
復
興
の
姿
を

世
界
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

釜
石
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
期
間
中
の
10
月
13
日
、
台

風
19
号
の
影
響
で
カ
ナ
ダ
対
ナ
ミ
ビ
ア
の
試
合
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
市
内
で
は
川
が
氾
濫
し
て
道
路
や
住
宅
が
冠

水
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
釜
石
の
状
況

を
見
か
ね
た
カ
ナ
ダ
代
表
の
選
手
た
ち
が
土
砂
を
取
り
除

く
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
ナ
ミ
ビ
ア
代
表
の

選
手
た
ち
も
滞
在
先
の
岩
手
県
宮
古
市
で
台
風
被
災
者
を

元
気
づ
け
た
い
と
自
ら
フ
ァ
ン
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
に
は
、
多
く
の
賛
辞
が
贈
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
、
日

本
代
表
が
史
上
初
め
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま

し
た
。
そ
の
初
戦
で
あ
る
準
々
決
勝
で
南
ア
フ
リ
カ
代
表
に

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
南
ア
フ
リ
カ
代
表
が
続
く
準
決

勝
、
決
勝
と
勝
ち
上
が
り
、
そ
の
結
果
、
12
年
ぶ
り
に
優

勝
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
に
は
、
台
風
19
号
の
影
響
で
残
念
な
が

ら
3
試
合
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
R
W
C
組
織
委

員
会
や
開
催
都
市
の
努
力
に
よ
り
大
き
な
問
題
は
な
く
、

成
功
裏
に
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
、

R
W
C
組
織
委
員
会
へ
各
方
面
か
ら
称
賛
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
の
ビ
ル
・
ボ
ー
モ
ン
ト
会

長
も
、「
台
風
ハ
ギ
ビ
ス
と
い
う
非
常
に
困
難
な
災
害
に
対

す
る
日
本
の
対
応
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
国
の
人
々
の
回

復
力
と
復
興
へ
の
決
意
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。」と

述
べ
て
い
ま
す
。

観
客
の
動
員
や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
も
好
調
で
、
大
会
期

間
を
通
じ
て
の
観
客
動
員
数
は
延
べ
1
7
0
万
4
，4
4
3

人
、
1
試
合
平
均
観
客
数
は
3�

万
7
，8
7
7
人（
と
も

に
中
止
と
な
っ
た
プ
ー
ル
戦
3
試
合
を
除
く
）で
し
た
。
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
数
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
約
1
8
5・

3
万
枚
を
販
売
可
能
席
と
し
、
約
1
8
4
万
枚（
販
売
率

は
約
99
・
3
％
：
中
止
と
な
っ
た
3
試
合
を
含
む
）で
し

た
。
各
開
催
都
市
が
全
国
16
か
所
に
開
設
し
た
フ
ァ
ン
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、
期
間
を
通
じ
て
全
会
場
と
も
多
く
の
人

が
訪
れ
、
大
会
期
間
中
の
全
会
場
合
計（
速
報
値
）で
約

1
1
3
万
7
，0
0
0
人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
来
年
に
は
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

今
大
会
で
得
ら
れ
た
知
見
を
運
営
面
等
に
反
映
し
、
大
会

の
成
功
に
つ
な
が
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
と

し
て
最
大
限
の
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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本
調
査
は
、
国
民
の
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
行
政
上

の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
活
用
す
る
た
め
に
、
前
回
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和

39
年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
度

公
表
し
ま
し
た
平
成
30
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

調
査
の
概
要

1
　
調
査
実
施
期
間

平
成
30
年
5
月
〜
10
月

（
小
・
中
・
高
校
生
は
5
月
〜
7
月
）

2
　
対
象
及
び
テ
ス
ト
項
目

⑴�

小
学
生（
6
〜
11
歳
）

〈
テ
ス
ト
項
目
〉①
握
力　

②
上
体
起
こ
し　

③
長
座
体
前

屈　

④
反
復
横
と
び　

⑤
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
往
復
持
久

走
）　

⑥
50
ｍ
走　

⑦
立
ち
幅
と
び　

⑧
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ⑵�

中
学
生
〜
大
学
生（
12
〜
19
歳
）

中
学（
12
〜
14
歳
）、
高
校
全
日
制（
15
〜
17
歳
）、
高

校
定
時
制（
15
〜
18
歳
）、
高
等
専
門
学
校（
男
子
18
・
19

歳
）、
短
期
大
学（
女
子
18
・
19
歳
）、
大
学（
18
・
19
歳
）

〈
テ
ス
ト
項
目
〉①
握
力　

②
上
体
起
こ
し　

③
長
座
体
前

屈　

④
反
復
横
と
び　

⑤
持
久
走　

⑥
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン（
往
復
持
久
走
）　

⑦
50
ｍ
走　

⑧
立
ち
幅
と
び　

⑨
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

※
持
久
走
と
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
往
復
持
久
走
）は
選
択

実
施

⑶
成
年（
20
〜
64
歳
）

〈
テ
ス
ト
項
目
〉①
握
力　

②
上
体
起
こ
し　

③
長
座
体
前

屈　

④
反
復
横
と
び　

⑤
急
歩　

⑥
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

（
往
復
持
久
走
）　

⑦
立
ち
幅
と
び

※
急
歩
と
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン（
往
復
持
久
走
）は
選
択
実

施⑷
高
齢
者（
65
〜
79
歳
）

〈
テ
ス
ト
項
目
〉①
A
D
L（
日
常
生
活
活
動
テ
ス
ト
）　

②

握
力　

③
上
体
起
こ
し　

④
長
座
体
前
屈　

⑤
開
眼
片
足

立
ち　

⑥
10
ｍ
障
害
物
歩
行　

⑦
6
分
間
歩
行

3
　
調
査
票
回
収
状
況

標
本
数　

7
万
4
1
9
4

回
収
数　

6
万
4
0
2
0

回
収
率　

86
・
3
％

今
回
の
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

1
　
体
力
・
運
動
能
力
の
加
齢
に
伴
う
変
化
の
傾
向

一
般
的
傾
向
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
の
記
録
は
、

男
子
が
女
子
を
上
回
っ
た
ま
ま
成
長
と
と
も
に
向
上
を
示

し
、
女
子
が
中
学
生
年
代
で
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
達
す
る
の
に

対
し
て
男
子
で
は
そ
れ
以
後
も
向
上
を
続
け
て
高
校
生
年

代
か
ら
成
人
に
か
け
て
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
す
。

た
だ
し
、
握
力
は
、
男
女
と
も
に
青
少
年
期
以
後
も
緩

や
か
に
向
上
を
続
け
30
歳
代
で
ピ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
達
し
、
他

の
テ
ス
ト
項
目
に
比
べ
ピ
ー
ク
に
達
す
る
年
代
が
遅
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
男
女
と
も
に
記

録
は
ピ
ー
ク
以
後
加
齢
に
伴
い
直
線
的
に
低
下
し
て
い
く

が
、
低
下
の
程
度
は
テ
ス
ト
項
目
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。

2
　
体
力
・
運
動
能
力
の
年
次
推
移
の
傾
向

①�

青
少
年（
6
〜
19
歳
）

平
成
30
年
度
の
握
力
、50
ｍ
走
、持
久
走
、立
ち
幅
と
び
、

ボ
ー
ル
投
げ
を
、
水
準
の
高
か
っ
た
昭
和
60
年
頃
と
比
較

す
る
と
、
中
学
生
男
子
及
び
高
校
生
男
子
の
50
ｍ
走
を
除

き
、
依
然
低
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
10
年
で
は
、
男
女
の
ボ
ー
ル
投
げ
及
び
中
学
生
以

上
の
男
子
の
握
力
に
お
い
て
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の

他
の
項
目
で
は
、
男
女
及
び
年
代
に
よ
っ
て
や
や
違
い
が
見

平
成
30
年
度 

体
力
・
運
動
能
力
調
査
結
果
に
つ
い
てス

ポ
ー
ツ
庁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
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今
回
の
調
査
結
果
の
分
析

今
年
度（
平
成
30
年
度
調
査
）は
、
平
成
10
年
度
に
新

体
力
テ
ス
ト
を
導
入
し
て
か
ら
21
回
目
の
実
施
で
あ
り
、

平
成
最
後
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
の
振
り
返
り
と
し
て
、
平
成
元
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
結
果
を
概
観
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
体
力
・
運
動
能
力
調
査
よ
り
追
加
し
た
質
問

項
目
に
つ
い
て
継
続
し
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

1
　
平
成
の
体
力
・
運
動
能
力
の
推
移
に
つ
い
て

青
少
年
は
、
筋
力
・
走
・
跳
・
投
、
成
人
・
高
齢
者
は
、

筋
力
・
全
身
持
久
力
に
関
す
る
項
目
を
対
象
と
し
て
、
各

年
齢
男
女
ご
と
に
平
成
元
年
度
調
査
の
数
値
を
1
0
0
と

し
経
年
変
化
の
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
に
つ
い
て
、
平
成
10
年

度
の
数
値
を
1
0
0
と
し
経
年
変
化
の
様
子
を
観
察
し
ま

向
を
示
し
て
い
ま
す
。（
図
2
）

③�

高
齢
者（
65
〜
79
歳
）

新
体
力
テ
ス
ト
か
ら
採
用
さ
れ
た
高
齢
者
に
お
け
る
握

力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、
10

ｍ
障
害
物
歩
行
、
6
分
間
歩
行
及
び
新
体
力
テ
ス
ト
の
合

計
点
に
つ
い
て
、
21
年
間
の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
項
目
及
び
合
計
点
で
向
上
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
図
3
）

ら
れ
る
も
の
の
、
合
計
点
を
含
み
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
は
、

横
ば
い
又
は
向
上
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。（
図
1
）

②�

成
年（
20
〜
64
歳
）

平
成
30
年
度
の
握
力
、
反
復
横
と
び
、
急
歩
を
昭
和
60

年
頃
と
比
較
す
る
と
、
握
力
及
び
急
歩
は
男
女
と
も
に
30

〜
40
歳
代
は
低
く
、
50
歳
代
は
同
じ
又
は
高
い
水
準
に
あ

る
が
、
反
復
横
と
び
は
男
女
い
ず
れ
の
年
代
に
お
い
て
も
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

最
近
10
年
間
で
は
、
握
力
は
男
女
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年

代
で
、
長
座
体
前
屈
及
び
立
ち
幅
と
び
は
男
女
と
も
に
一

部
の
年
代
を
除
い
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
上
体

起
こ
し
、
反
復
横
と
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
は
男
子
に
お

い
て
は
す
べ
て
の
年
代
で
、
女
子
に
お
い
て
は
一
部
の
年
代

を
除
い
て
向
上
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
急
歩
は
男
女
の

ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
代
で
横
ば
い
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
は
女
子
の
一
部
の
年
代
に
低
下

傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
男
女
と
も
に
横
ば
い
又
は
向
上
傾
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し
た
。
た
だ
し
平
成
元
年
〜
9
年
度
に
未
実
施
の
項
目
に

つ
い
て
は
、
平
成
10
年
度
の
数
値
を
1
0
0
と
し
て
お
り

ま
す
。

（
1
）青
少
年
で
は
、
昭
和
60
年
頃
か
ら
続
い
て
い
た
体
力

低
下
は
平
成
10
年
頃
に
歯
止
め
が
掛
か
り
、
以
後
の
体
力

は
総
合
的
に
は
向
上
し
て
い
る
が
、
昭
和
60
年
頃
の
最
高

（
ピ
ー
ク
）値
に
回
復
し
た
テ
ス
ト
項
目
は
少
な
い

図
4
は
、
青
少
年
の
握
力
、
50
ｍ
走
、
持
久
走
、
立
ち

幅
と
び
、
ボ
ー
ル
投
げ
及
び
新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
の
加

齢
に
伴
う
変
化
を
、
平
成
元
年
度
調
査
の
数
値
を
1
0
0

（
平
成
元
年
〜
9
年
度
に
未
実
施
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
平

成
10
年
度
の
数
値
を
1
0
0
と
し
た
）と
し
経
年
変
化
を

示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
は
、
平
成
10
年
度
の
テ
ス
ト
導

入
以
降
上
昇
傾
向
を
続
け
て
お
り
、
テ
ス
ト
項
目
ご
と
の

推
移
の
傾
向
は
一
様
で
は
な
い
が
、
平
成
元
年
と
の
比
較

可
能
な
テ
ス
ト
項
目
で
は
、
平
成
10
年
頃
に
一
旦
下
げ
止

ま
り
、
あ
る
い
は
上
昇
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
多
く
の

テ
ス
ト
項
目
が
い
ま
だ
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

握
力
の
一
部
の
年
齢
で
は
、
平
成
元
年
度
の
数
値
と
比

較
し
て
約
10
ポ
イ
ン
ト（
％
）の
低
下
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
2
）成
人
で
は
、
特
に
女
子
35
〜
39
歳
の
年
代
で
ゆ
る
や

か
な
低
下
傾
向
が
伺
え
る

図
5
は
、
成
人
の
握
力
、
急
歩
及
び
新
体
力
テ
ス
ト
合

計
点
の
加
齢
に
伴
う
変
化
を
、
平
成
元
年
度
調
査
の
数
値

を
1
0
0（
平
成
元
年
〜
9
年
度
に
未
実
施
の
項
目
に
つ

い
て
は
、
平
成
10
年
度
の
数
値
を
1
0
0
と
し
た
）と
し
経

年
変
化
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

握
力
は
、
平
成
初
期（
平
成
10
年
頃
ま
で
）は
あ
ま
り
大

き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
男
女
と
も
若
い

世
代（
25
〜
39
歳
）で
低
下
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
は
、
女
子
35
〜
39
歳
の
世
代
の

み
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
3
）高
齢
者
で
は
、
向
上
が
継
続
し
て
い
る

図
6
は
、
高
齢
者
の
握
力
及
び
新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点

の
加
齢
に
伴
う
変
化
を
、
平
成
10
年
度
調
査
の
数
値
を

1
0
0（
高
齢
者
は
平
成
10
年
か
ら
調
査
開
始
）と
し
経
年

変
化
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

握
力（
筋
力
）、
新
体
力
テ
ス
ト
合
計
点
と
も
に
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

2
　
平
成
の
運
動
習
慣
の
推
移
に
つ
い
て

青
少
年
の「
週
1
日
以
上
」の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

の
割
合
は
、
特
に
女
子
に
お
い
て
年
齢
間
の
差
が
大
き
い
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が
、
平
成
の
時
代
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
ず

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る

図
7
は
、
各
世
代（
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
）ご
と
の

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
状
況
が「
週
1
日
以
上
」と
回
答
し

た
者
の
割
合
の
推
移
を
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で

示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

青
少
年
で
は
男
女
と
も
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年
度
で
、
週
1

日
以
上
実
施
し
て
い
る
者
の
割
合
が
、
7
歳
か
ら
11
〜
13

歳
ま
で
高
く
な
り
、
そ
の
後
の
割
合
は
低
く
な
り
、
青
少

年
女
子
は
、
年
代
で
の
変
化
に
顕
著
な
差
が
あ
り
ま
す
。

成
人
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、
高
齢
者
は
週
1
日
以

上
実
施
し
て
い
る
者
の
割
合
が
、
ゆ
る
や
か
に
上
昇
し
て
い

ま
す
。

ま
と
め

今
回
の
調
査
は
平
成
最
後
の
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
の
振
り
返
り
と
し
て
、
30
年
間
の
調
査
結
果
を
概
観

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

①
青
少
年
で
は
、
総
合
的
に
体
力
は
向
上
し
て
い
る
が
、

ピ
ー
ク
時
で
あ
っ
た
昭
和
60
年
頃
ま
で
は
回
復
し
て
い
な
い

こ
と
、

②
成
人
で
は
、
特
に
女
性
35
歳
〜
39
歳
の
年
代
で
体
力
に

ゆ
る
や
か
な
低
下
傾
向
が
伺
え
る
こ
と
、

③
高
齢
者
で
は
、
体
力
の
向
上
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
は
、「
生
活
の
中
に
自
然

と
ス
ポ
ー
ツ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る（
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
・
ラ

イ
フ
）」と
い
う
姿
を
目
指
し
て
各
種
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
国
民
の
誰
も
が

各
々
の
年
代
や
関
心
、
適
性
等
に
応
じ
て
日
常
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
の
更
な
る
充
実
に
努
め
、
引
き
続
き
、

体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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高
校
生
の
留
学
生
を「
倍
増
」さ
せ
る
と
い
う
政
府
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
今
後
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
全
国
の
地

方
自
治
体
で
留
学
機
運
を
盛
り
上
げ
、
支
援
体
制
を
拡
充

す
る
こ
と
。
現
状
の
都
道
府
県
別
の
留
学
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

文
部
科
学
省
の
官
民
協
働
海
外
留
学
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム（
P
T
）「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」は
、

高
校
生
と
大
学
生
等
の
留
学
推
進
と
と
も
に
、
留
学
機
運

の
醸
成
・
拡
大
に
向
け
て
全
国
各
地
で
P
R
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
、
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
高
校
生
の
留
学
拡
大
で
、
特
に
令
和
元
年
度

か
ら
は
地
方
自
治
体（
特
に
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
等

向
け
）で
留
学
に
対
す
る
機
運
を
高
め
、
支
援
の
枠
組
み
や

留
学
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
支
援
す
る
取
組
を
強
化
中
で
す
。

と
い
う
の
も
、
第
3
期「
教
育
振
興
基
本
計
画
」に
盛
り

込
ん
だ
政
府
の
数
値
目
標（
令
和
4
年
度
＝
2
0
2
2
年

度
に
日
本
人
高
校
生
の
海
外
留
学
生
6
万
人
）に
対
し
て
、

首
都
圏
や
地
方
の
大
都
市
圏
で
は
大
き
な
伸
長
が
み
ら
れ

る
一
方
で
、
地
方
自
治
体
で
は
横
ば
い
、
も
し
く
は
減
少

傾
向
に
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
政
府
目
標
の
達
成
に

向
け
て「
地
方
の
高
校
生
の
留
学
推
進
」は
欠
か
せ
な
い
要

素
で
あ
り
、
ト
ビ
タ
テ
P
T
と
し
て
も
最
も
注
力
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
重
要
課
題
に
据
え
て
い
ま
す
。

で
は
、
全
国
の
都
道
府
県
別
で
高
校
生
の
留
学
率
に
は
、

ど
の
程
度
の
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
教
育
改
革
・
国
際
課
が

令
和
元
年
8
月
に
発
表
し
た「
平
成
29
年
度�

高
等
学
校
等

に
お
け
る
国
際
交
流
等
の
状
況
に
つ
い
て
」と
題
し
た
調
査

結
果
を
見
る
と
、
同
年
度
に
海
外
留
学
し
た
高
校
生
等
は

4
万
6
8
6
9
人
と
な
り
、
前
回
調
査
の
平
成
27
年
度
に

比
べ
て
1
万
1
0
2
7
人
増
え
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。高

校
生
の
留
学
率
は
全
国
平
均
で
1
・
43
％
（
前
回
は

1
・
05
％
）と
な
り
ま
し
た
が
、
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

平
均
を
上
回
っ
た
の
は
大
都
市
圏
を
抱
え
る
自
治
体
を
中

心
に
16
都
府
県
だ
っ
た
の
に
対
し
、
1
％
に
達
し
な
い
自

治
体
も
18
道
県
あ
り
ま
し
た
。

地
方
高
校
生
の
留
学
推
進

～
都
道
府
県
別
の
留
学
率
の
差
異
を
分
析
す
る
～

文
部
科
学
省
官
民
協
働
海
外
留
学
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

（人） （％）

三
重

愛
知

静
岡

岐
阜

長
野

山
梨

福
井

石
川

富
山

新
潟

神
奈
川

東
京

千
葉

埼
玉

群
馬

栃
木

茨
城

福
島

山
形

秋
田

宮
城

岩
手

青
森

北
海
道

1,239

0.98%

0.36%

1.08%
1.02%

0.62%

0.63%
0.59%

1.92%

0.98%

1.03%

1.25%

1.49%

2.14%

1.63%

1.96%

1.79%

1.12%

2.89%

1.61%

1.17%

0.82%

1.11%
1.19%

0.86%

130
372

622

154194
308

1,506
527

542

2,214
2,256

6,777

3,379

1,147

514
364

654
407

683
459

1,108

2,373

421

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

（人） （％）

全
国
平
均

沖
縄 

鹿
児
島

宮
崎

大
分

熊
本

長
崎

佐
賀

福
岡

高
知

愛
媛

香
川

徳
島

山
口

広
島

岡
山

島
根

鳥
取

和
歌
山

奈
良

兵
庫

大
阪

京
都

滋
賀

1,013
2,073

4,529
2,363

536
238265

93
593

1,368

269247238
362

158

1,272

331

694
462

215194
390

616

2.55%

2.90%

1.95%

1.66%

1.47%

0.87%

1.73%

0.49%

1.09%

1.88%

0.78%

1.27%

0.90%

1.05%

0.81%
0.97%

1.32%

1.79%

0.96%

0.68%
0.61%

0.84%

1.32%

1.43%

出典：文部科学省調査「平成29年度高等学校等における国際交流等の状況について」に基づき作成

都道府県別海外留学生数、生徒100人当たりの海外留学率
（平成29年度）
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留
学
生
数
1
位
は
東
京
都
、
率
で
ト
ッ
プ
は
京
都
府

高
校
生
の
留
学
者
数
が
最
も
多
い
の
は
、
国
内
の
自

治
体
と
し
て
最
大
の
約
31
万
7
0
0
0
人
の
高
校
生
数

を
抱
え
る
東
京
都
。
留
学
し
た
高
校
生
数
は
短
期（
3
か

月
未
満
）で
5
6
0
2
人
、
長
期（
3
か
月
以
上
）で
は

1
1
7
5
人
の
計
6
7
7
7
人
と
な
り
ま
し
た
。
2
位

は
大
阪
府
で
短
期
4
0
7
4
人
、
長
期
4
5
5
人
の
計

4
5
2
9
人
。
3
位
は
神
奈
川
県
で
短
期
3
1
1
7
人
、

長
期
2
6
2
人
で
3
3
7
9
人
で
し
た
。
以
下
、
4
位
が

愛
知
県
、
5
位
に
兵
庫
県
、
6
位
に
千
葉
県
、
7
位
に
埼

玉
県
、
9
位
に
京
都
府
、
10
位
に
茨
城
県
と
、
関
東
や
関

西
、
中
部
地
区
の
大
都
市
圏
に
あ
る
自
治
体
が
並
ぶ
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

留
学
者
数
を
、
各
都
道
府
県
内
の
高
校
生
総
数
で
割
っ

た
比
率
で
見
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
生
徒

1
0
0
人
当
た
り
の
留
学
生
割
合
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。留

学
生
の
比
率
が
最
も
高
く
な
っ
た
の
は
京
都
府
で
し

た
。
高
校
生
総
数
7
万
1
5
9
6
人
に
対
し
、
短
期
・
長

期
を
合
わ
せ
て
2
0
7
3
人
が
留
学
し
て
お
り
、
そ
の
比

率
は
2
・
90
％
と
な
り
ま
し
た
。

2
位
に
つ
け
た
の
は
福
井
県
。
同
県
内
の
高
校
生
数
は

2
万
2
5
9
2
人
と
都
道
府
県
別
で
は
42
位
で
す
が
、
こ

の
う
ち
平
成
29
年
度
は
短
期
・
長
期
の
合
計
で
6
5
4
人

が
留
学
。
2
・
89
％
と
高
比
率
と
な
り
ま
し
た
。
福
井
県

は
平
成
27
年
度
の
前
回
調
査
で
も
、
高
校
生
の
留
学
率
が

2
・
07
％
で
都
道
府
県
別
で
ト
ッ
プ
で
し
た
。
3
位
は
滋

賀
県
で
2
・
55
％
、
4
位
が
東
京
都
で
2
・
14
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

伸
び
率
ト
ッ
プ
も
京
都
府
、
2
位
に
滋
賀
県

次
に
、
前
回
の
平
成
27
年
度
調
査
と
比
較
し
て
、
高
校

生
の
留
学
率
の
伸
び
を
み
る
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

増
減
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
京
都
府
で
し
た
。
前
回

の
1
・
52
％
か
ら
2
・
90
％
へ
と
1
・
38
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
。

2
位
は
滋
賀
県
で
同
1
・
21
ポ
イ
ン
ト
、
3
位
の
鳥
取
県

は
1
・
04
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
ま
し
た
。
次
い

で
長
崎
県
、
福
井
県
、
山
梨
県
、
広
島
県
、
鹿
児
島
県
、

奈
良
県
、
新
潟
県
な
ど
、
増
減
率
上
位
に
は
大
都
市
圏
か

ら
離
れ
た
自
治
体
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

他
方
で
、
増
減
率
が
前
回
調
査
よ
り
下
落
し
た
自
治
体

も
3
県
あ
り
ま
し
た
。

留
学
推
進
の
取
組
は
広
が
る
も
濃
淡
あ
り

自
治
体
に
よ
る
様
々
な
留
学
支
援
の
拡
充
や
、
各
都
道

府
県
の
教
育
委
員
会
を
中
心
と
し
た
取
組
の
強
化
は
各
地

で
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
調
査
で
各

都
道
府
県
に
対
し
て「
高
校
生
の
留
学
支
援
又
は
留
学
環

境
整
備
に
関
す
る
取
組
」に
つ
い
て
実
施
状
況
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
実
に
46
都
道
府
県
が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
施

し
た
と
回
答
。
ほ
ぼ
全
て
の
都
道
府
県
が
高
校
生
の
留
学

支
援
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

た
だ
、そ
の
取
組
へ
の
熱
意
は
、現
状
で
は
自
治
体
に
よ
っ

て
濃
淡
が
あ
る
の
も
事
実
で
し
ょ
う
。ま
た
、自
治
体
に
よ
っ

て
は
留
学
推
進
や
支
援
を
担
当
す
る
国
際
理
解
推
進
の
担

当
者（
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
等
）が
1
人
な
い
し
2
人

と
い
う
自
治
体
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
高
校
生
留
学
者
数
が
過
去
最
高

に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
大
学
生（
大
学
院
生
含
む
）の
留

学
者
比
率
が
毎
年
3
％
超
あ
る
の
に
比
べ
て
は
、
ま
だ
ま

だ
低
調
で
す
。
大
学
生
等
の
留
学
も
、
中
国
や
韓
国
な
ど

他
の
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
と
比
べ
て
低
い
と
さ
れ
る
の
が
現

状
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
の
優

先
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
と
い
う
、
よ
り
若
い
う

ち
に
留
学
す
る
こ
と
で
、世
界
に
対
す
る「
目
を
開
か
せ
る
」

こ
と
が
で
き
る
か
―
―
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
層
を
厚
く
す

る
た
め
に
も
、
日
本
全
国
で
高
校
生
の
海
外
留
学
を
い
か

に
増
や
す
か
は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課

令和元年度 地方教育行政功労者表彰

文部科学省では、都道府県及び市町村教育委員会
の委員や教育長として、長年にわたり地方教育行政
の充実発展に尽力され、顕著な功績を挙げられた方々
に対して文部科学大臣表彰を行っています。
今年度は、都道府県・指定都市教育委員会関係
30名、市町村教育委員会関係143名、合計173名
の方々に対する表彰式が令和元年10月10日（木）に
文部科学省3階講堂にて行われました。
表彰式では、萩生田文部科学大臣が代表者5名に
表彰状を授与した後、「皆様には、長年にわたり、各
地域におきまして教育委員や教育長として、教育行
政の進展に並々ならぬ御尽力をいただきました。
大規模自然災害への対応やいじめや虐待事案への
対応など、様々な厳しい局面があったことと存じます
が、皆様は、地域の教育行政の中核として、保護者、
学校現場、地域住民の方々とともに子供たちを温かく

長年にわたり地方教育行政の充実発展に尽力され、顕著な功績を挙げられた方々を、萩生田文部科学大臣が表
彰しました。

育ててこられました。心から感謝を申し上げますとと
もに、委員、教育長をお支えいただきました御家族、
関係者の方々に対しましても、深く敬意を表します。
文部科学省としては、引き続き、教育行政の最前線
である教育委員会の皆様とともにスクラムを組んで、
学校におけるICT環境の整備や働き方改革などを実
現し、我が国の将来を担う人材を育成するための教
育を推進してまいります。」と述べました。
これに対し、受賞者を代表して岩手県教育委員会
委員の八重樫勝氏は、受賞の喜びを述べるとともに、
「子供たちには無限の可能性があります。日本を、世
界を支える大きなパワーを秘めています。その礎を築
くために教育が更に充実するよう期待しております。」
と、今後の日本の教育への思いを話されました。
その後、東京工業大学教授�上田紀行氏による記念
講演が行われ、表彰式は終了しました。

表彰状授与の様子
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スポーツ庁健康スポーツ課

令和元年度 生涯スポーツ功労者及び
生涯スポーツ優良団体表彰式

文部科学省では、地域又は職場におけるスポーツ
の健全な普及及び発展に貢献し、地域におけるスポー
ツの振興に顕著な成果を上げたスポーツ関係者及びス
ポーツ団体の功績等を讃

たた

え、生涯スポーツ功労者及び
生涯スポーツ優良団体として表彰しています。令和元
年度の表彰式は、亀岡文部科学副大臣、鈴木スポー
ツ庁長官の出席の下、10月11日（金）に文部科学省
3階講堂において執り行われました。
今年度は、生涯スポーツ功労者163名、生涯スポー

ツ優良団体117団体が受彰され、式には、全国から

令和元年10月11日（金）、令和元年度生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体表彰式が、文部科学省３階
講堂において執り行われました。

個人及び団体の代表者を含めた計222名の受彰者が
出席されました。
国歌斉唱の後、亀岡偉民文部科学副大臣から受彰
者を代表して、東京都の髙尾都茂子さん（功労者代
表）、須賀川市卓球スポーツ少年団の薄井充良さん（優
良団体代表）に対して、表彰状及び記念品が授与さ
れました。
続いて、亀岡文部科学副大臣からの挨拶では、「地
域スポーツの振興において中核的な役割を果たされて
いる皆様方の活動は不可欠であり、皆様への期待は
ますます大きくなっています。」と伝えるとともに、長
きにわたり、地域におけるスポーツの発展に貢献いた
だいたことに対して、感謝と敬意を述べられました。
その後、来賓を代表して公益財団法人日本スポー

ツ協会の泉副会長兼専務理事から祝辞があり、最後
に、受彰者を代表して、長く太極拳を通じて地域の
スポーツ振興に尽力された渡邉俊哉さん（大阪府）か
ら、「私たち一同は、本日のこの受彰を励みとし、地
域の方々がスポーツのある生活、いわゆるスポーツ・
イン・ライフを実現することに貢献できるよう、誠心
誠意努力して参りたい。」と謝辞が述べられ、式典は
終了しました。

受彰者を代表し、挨拶される渡邉俊哉さん 祝辞を述べる亀岡文部科学副大臣

表彰状授与　須賀川市卓球スポーツ少年団（薄井充良さん）
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「
第
3
回
パ
ブ
コ
ン 

～
も
し
も
あ
な
た
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

だ
っ
た
ら
～
」の
実
施
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
庁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

令
和
元
年
10
月
17
日（
木
）か
ら「
第
3
回
パ
ブ
コ
ン 

〜

も
し
も
あ
な
た
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
だ
っ
た
ら
〜
」の
応
募

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
パ
ブ
コ
ン 

〜
も
し
も
あ
な
た
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

だ
っ
た
ら
〜
」の
実
施
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、「
パ
ブ
コ
ン
」と
い
う
国
民
の
皆
様
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
で
3
回
目
と
な
る「
パ
ブ

コ
ン
」に
つ
い
て
は
、
10
月
17
日（
木
）か
ら
応
募
の
受
付
を

開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
事
業
プ
ラ
ン
部
門
に
加
え
動
画
部
門
を
設

け
、
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
審
査
委
員
と
し
て
、
文

部
科
学
省
の
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン（
C
C
C
）大
使
の
古
坂
大
魔
王
氏
を
任
命
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
御
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
要
項

【
応
募
資
格
】

年
齢
、性
別
、国
籍
、職
業
を
問
わ
な
い
。
個
人
又
は
グ
ル
ー

プ
で
の
応
募
が
可
能
。

第3回パブコンチラシ
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【
部
門
】

●
事
業
プ
ラ
ン
部
門

①
企
画
の
条
件

（
1
）国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
に
資
す
る
事
業
で

あ
る
こ
と

（
2
）ⅰ
〜
ⅳ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
選
択
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
企
画
で
あ
る
こ
と

（
テ
ー
マ
）

ⅰ��「Sport�in�Life
」〜
い
つ
の
ま
に
か
ス
ポ
ー
ツ
が
生

活
習
慣
の
一
部
に
〜

ⅱ��

年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

ⅲ��

ス
ポ
ー
ツ
と
新
た
な
分
野
の
融
合
〜
ス
ポ
ー
ツ
×
○

○
〜
（
例　

ス
ポ
ー
ツ
×
美
容
、
ス
ポ
ー
ツ
×
I
T

等
）

ⅳ��

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会
の
機
運
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施

②
応
募
方
法
等

（
1
）専
用
H
P
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
、
F
A
X
、
郵
送
で
応

募（
2
）企
画
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
自
由（
A
4
・
2
枚
以
内
）

●
動
画
部
門

①
企
画
の
条
件

ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く
な
る
、
体
を
動
か
し
た
く
な
る
動
画
で

あ
る
こ
と

②
応
募
方
法
等

（
1
）応
募
作
品
をY

ouT
ube

に「
公
開
」又
は「
限
定
公

開
」の
設
定
で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
該
当
の
U
R
L
を
専
用

H
P
上
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
入
力

（
2
）最
大
10
分
以
内
の
動
画（
数
10
秒
、
1
分
程
度
の
も

の
な
ど
、
10
分
以
内
で
あ
れ
ば
長
さ
は
自
由
）

【
募
集
期
間
】

令
和
元
年
10
月
17
日（
木
）〜
令
和
元
年
12
月
26
日（
木
）

【
表
彰
】

各
部
門
、
長
官
賞
1
点
、
優
秀
賞
数
点
程
度

【
副
賞
】

長
官
賞「
1
日
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
体
験
〜
2
0
2
0
年
は
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
！�

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

に
も
会
え
る
か
も
！？
〜
」　

優
秀
賞「
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
、
審
査
委
員
に
よ
る
表
彰
状
・

サ
イ
ン
パ
ネ
ル
の
授
与
、
記
念
写
真
撮
影
」

【
応
募
先
・
問
合
せ
先
】

パ
ブ
コ
ン
の
応
募
詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
U
R
L
を
御

参
照
く
だ
さ
い
。

https://pubcon3.m
ext.go.jp/

応
募
に
関
す
る
問
合
せ
はe-m

ail

で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
パ
ブ
コ
ン
事
務
局

E-m
ail

：pubcon@
m
ext.go.jp

古坂大魔王氏の特別審査員任命式第2回長官賞にて、オリンピアンの青木愛さんと対談している様子

https://pubcon3.mext.go.jp/
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2
開
催
分
科
会

2
月
4
日（
火
）

【
午
前
】

◆�

小
学
校
・
中
学
校（
伝
統
文
化
教
育
）

◆�

中
学
校（
国
語
、
外
国
語
）

◆�

中
学
校
・
高
等
学
校（
特
別
活
動
①
）

◆�

高
等
学
校（
情
報〔
共
通
教
科
〕、
農
業
、
福
祉
）

【
午
後
】

◆�
小
学
校（
国
語
※
、
外
国
語
活
動
）

◆�

中
学
校
・
高
等
学
校（
特
別
活
動
②
）

◆��

高
等
学
校（
水
産
、
看
護
、
情
報〔
専
門
教
科
〕、
伝
統

文
化
教
育
）

2
月
5
日（
水
）

【
午
前
】

◆�

小
学
校（
家
庭
、
道
徳
）

◆��

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校（
総
合
的
な
学
習
の
時

間
①
）

◆�

中
学
校（
美
術
、
技
術
・
家
庭〔
技
術
分
野
〕）

◆�

高
等
学
校（
国
語
、
外
国
語
）

【
午
後
】

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
学
校
に
お
い
て
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育
課
程
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
特
に
重
要
な
課
題
に
つ
い

て
、
指
定
校
や
指
定
地
域
で
実
践
的
な
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
、
各
学
校
に
お
け
る
指
導
方
法
等
の
工
夫
改

善
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
教
育
課
程

研
究
指
定
校
事
業
の
研
究
成
果
を
公
開
し
ま
す
。

多
数
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

1
開
催
日
時
・
場
所

・�

令
和
2
年�

2
月
4
日（
火
）・
2
月
5
日（
水
）

�
�

2
月
6
日（
木
）・
2
月
7
日（
金
）

・�

（
午
前
）�

受
付
9
時
20
分�

開
会
9
時
50
分

�
�

閉
会
12
時
30
分

�

（
午
後
）�

受
付
13
時
30
分�

開
会
14
時

�
�

閉
会
16
時
40
分（
※
は
、
閉
会
17
時
）

・�

文
部
科
学
省
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
浜
松
町

令
和
元
年
度 

教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
研
究
協
議
会
の
開
催

令
和
2
年
2
月
4
日
（
火
）～
2
月
7
日
（
金
）

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー

◆�

小
学
校（
図
画
工
作
）

◆��

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校（
総
合
的
な
学
習
の
時

間
②
）

◆�

中
学
校（
技
術
・
家
庭〔
家
庭
分
野
〕、
道
徳
）

◆��

高
等
学
校（
数
学
、
芸
術〔
美
術
・
工
芸
〕※
、
芸
術〔
書

道
〕、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

2
月
6
日（
木
）

【
午
前
】

◆�

小
学
校（
算
数
①
、
理
科
）

◆��

小
学
校
・
中
学
校（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
③
、
校
種

間
連
携
①
）

◆�

高
等
学
校（
公
民
、
家
庭〔
共
通
教
科
〕、
工
業
）

【
午
後
】

◆�

小
学
校（
算
数
②
、
特
別
活
動
）

◆�

小
学
校
・
中
学
校（
校
種
間
連
携
②
）

◆�

中
学
校（
理
科
※
）

◆��

高
等
学
校（
地
理
歴
史
、
保
健
体
育
、
家
庭〔
専
門
教

科
〕）

2
月
7
日（
金
）

【
午
前
】

◆�

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校（
校
種
間
連
携
）
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◆�

小
学
校（
社
会
）

◆��

中
学
校（
数
学
①
、
保
健
体
育
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）

◆�
中
学
校
・
高
等
学
校（
校
種
間
連
携
、
E
S
D
）

◆�

高
等
学
校（
理
科
、
商
業
）

【
午
後
】

◆�

幼
稚
園

◆�

小
学
校（
体
育
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

◆�

小
学
校
・
中
学
校（
へ
き
地
教
育
※
、
E
S
D
）

◆�

中
学
校（
社
会
、
数
学
②
）

◆�

中
学
校
・
高
等
学
校（
音
楽
・
芸
術〔
音
楽
〕※
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

3
主
な
内
容

・�

研
究
指
定
校
の
実
践
研
究
発
表
、
協
議

・��

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
調
査
官
に
よ
る
講

評
4
参
加
対
象
者（
事
前
申
込
制
）

※
学
校
関
係
者
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・��

都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
市
区
町
村
教
育
委
員
会
・

教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
指
導
主
事
等

・��

幼
稚
園（
保
育
所
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
含

む
）・
小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
教
師
等
、
教
員

養
成
系
大
学
の
関
係
者
等

5
申
込
方
法

国
立
教
育
政
策
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.nier.go.jp

）に
申
込
方
法
等
の
詳
細
を
案
内
し
て

い
ま
す
。

http://www.nier.go.jp
http://www.nier.go.jp


皆さん！「情報ひろば」を知っていますか？

情報ひろばホームページへGO！⇒ http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/

皆様のお越しをお待ちしています。是非、お気軽にお立ち寄りください。

情報ひろば INFO
所 在 地：〒 100 ─ 8959 東京都千代田区霞が関 3 ─ 2 ─ 2
交通案内：銀座線「虎ノ門駅」11 番出口 直結

千代田線「霞ヶ関駅」A13 番出口 徒歩 5 分
開館時間：月曜〜金曜 10 時〜 18 時

※入館は閉館の 30 分前まで　※土曜日、日曜日、祝日、年末・年始休館
入 館 料：無料

〈お問合せ・団体見学申込先〉　文部科学省大臣官房総務課広報室事業第 2 係
TEL：03 ─ 6734 ─ 2170　Email：hiroba@mext.go.jp 

情報ひろば 案内図

1Fの直通
エレベーターで
3Ｆ展示室へ
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文部科学省ミュージアム「情報ひろば」では、「文部科学省エントランス」（新庁舎2F）を活用し、文部科学行政に関する展示
と情報発信を行っています。令和元年11月19日から、新たに大阪大学及び信州大学の企画展示を行います（大阪大学は12月
19日まで、信州大学は12月20日まで）。文部科学省への来省の際は、是非お立ち寄りください！

「文部科学省エントランス」において新たな企画展示を開始しました！

○大阪大学
「透明な紙がある未来の生活」

大阪大学では、木から生まれる夢の新素材セルロースナノファイバー
研究を紹介する展示を行います。

セルロースナノファイバーとは、幅4-15nmのとても微細な繊維であ
り、地球上全ての植物に含まれる無尽蔵な天然資源です。平成12年

（2000年）頃、世界に先駆けて日本から、セルロースナノファイバーの
研究開発は始まりました。日本の研究者がこの分野を牽引し、この秋
には、セルロースナノファイバーで作った車：ナノセルロースビークル

（NCV）が東京モーターショーで発表されました。現在、大阪大学では、
新たなセルロースナノファイバー材料の開発、透明な紙を用いた電子機
器：ペーパーエレクトロニクスの研究を行っています。

展示では、透明な紙が秘める可能性を視覚的に分かりやすくお伝えす
るべくセルロースナノペーパー「透明な紙」を用いた IoTセンサデバイ
ス、及びセルロースナノファイバーを用いた人と環境に優しい水流計測
技術について、ジオラマと水槽を用いて紹介します。

また、企画展示に併せ、「透明な紙」がある未来の生活を垣間見るこ
とができる小冊子を制作しました。展示ブースにて無料で配布しますの
で、是非御覧ください。

【実物展示】
・セルロースナノペーパーを用いた土に還

かえ

るIoTセンサデバイス
・セルロースナノファイバーを用いた人・環境に優しい水流計測技術

○信州大学
「水の未来を変える、信大クリスタルが変える。」

信州大学では鉛、ヒ素、フッ素などの有害物質による水汚染の解決を
目指し、水から効率的に有害物質を除去する吸着材を新たに開発してい
ます。鉛を除去する吸着材を搭載した携帯型浄水ボトル「NaTiO」を平
成30年に発売しました。これら吸着材を実現する核となるのが、信州
大学が世界を先導する「フラックス法」です。フラックス法を用いれば、
原料を結晶化し高機能（例えば水処理の場合は有害物質の吸着性能）
な材料を実現できます。この特長は医療機器に用いられる生体となじむ
材料やリチウムイオン二次電池の材料でも発揮されます。

信州大学では、フラックス法により育成された結晶及び関連材料を
「信大クリスタル」と命名し、水・健康・エネルギーなどの重要分野での
展開を進めています。今回の展示では信大クリスタルの特徴を、CGな
どよる動画やパネル、信大クリスタルの実物などで紹介します。

【実物展示】
・携帯型浄水ボトルNaTiO：信大クリスタルを搭載した携帯型浄水器
・各種人工宝石・人工サファイヤインゴットなど
・ 信大クリスタルイメージ模型
・信大クリスタルを用いたリチウムイオン二次電池（モックアップ）

【映像】
・ 信州大学の無機結晶育成技術「フラックス法」『信大クリスタル』の紹介

【パネル】
・ 信州大学とトクラスの共同開発「携帯型浄水ボトルNaTiO」の紹介
・ 信大クリスタルは、「フラックス法」から生まれる!結晶化技術の紹介

http://www.mext.go.jp/joho-hiroba/
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